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NTT アノードエナジーが 

「令和５年度 再生可能エネルギーアグリゲーション実証事業」に参画 
 

NTT アノードエナジー株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長：岸本 照之、 以下、NTT アノー

ドエナジー）は、東芝エネルギーシステムズ株式会社をコンソーシアムリーダーとして、申請、採択され

た一般社団法人 環境共創イニシアチブ（以下、SII）が公募する「令和５年度 再生可能エネルギーアグリ

ゲーション実証事業」（以下、再エネアグリ実証といいます）において、再エネアグリゲーター※1 として

参画します。 

 

背 景 

 

国による再生可能エネルギーの固定価格買取制度（FIT※2）の下では、発電した全電力量を固定価格で

電力会社が買い取ることが保証されていましたが、今後、FIT は段階的に終了し、発電事業者自身が電力

取引市場等で電気を売ることが必要となる制度に移行することになります。このことにより発電計画と実

発電量の乖離（インバランス※3）分に対するペナルティを回避することが発電事業者などにとって重要な

課題となってきます。 

 

再生可能エネルギーアグリゲーション実証について 
 

今回、NTT アノードエナジーは、本コンソーシアムに参画することで、出力が不確定で変動性の高い再

生可能エネルギーを市場活用するために、高度な予測技術に基づく発電計画の作成や、充放電制御による

調整が可能な蓄電池を組み合わせたリソース制御技術の実証を行います。 

 

今後の展望 
 

NTT アノードエナジーは、再エネアグリゲーターとして、新たなエネルギー流通ビジネスの展開に向

け、自社投資による系統用蓄電池を全国に構築することで、各種データの分析・学習をはじめ予測・最適

化技術の高度化及び蓄電池を組み合わせたリソース制御技術の実証に取り組み、2023 年度内に系統蓄電

池による需給調整市場への参画をめざします。 

 

NEWS RELEASE 



また、自社及び NTT グループで展開する電力取引機能や本実証成果を最大限活用することで、全国

津々浦々に点在する DER※4 の有効活用・電力需給の安定化に貢献していきます。 

図： NTT アノードエナジーがめざすアグリゲーションのイメージ 

 

注] 

※1：再エネアグリゲーターとは、電力グリッド上に散在する、再生可能エネルギー発電設備や蓄電池等の分散型エネルギーリソ

ース（以下、DER といいます）を活用し、供給力を提供する主体であり、具体的には DER を束ねて集約した電気を自社で活用又

は電力取引市場等を通じて小売電気事業者等に提供する、アグリゲーションビジネスを展開していく事業者をいいます。 

※2：FIT とは、再生可能エネルギー源（太陽光、風力、水力、地熱、バイオマス）を用いて発電された電気を、国が定める価格

で一定期間、電気事業者が買い取ることを義務付けるもの。 

※3：インバランスとは、小売事業者と発電事業者がそれぞれ、需要計画と発電計画を作成し、実需給の１時間前までに需給を一

致させる運用を行っており、実需給における計画と実績値とのズレのこと。差分量に応じてインバランス料金が発生する。 

※4：DER（Distributed Energy Resources）とは、分散型エネルギーリソースのこと。 

以 上 

 

今回の再エネアグリ 

実証で取り組む範囲 


